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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、中枢神経系で広く発現し、皮質興奮性、ストレス反応、摂食、概日リズム、心血管機能など、多くの生理学的プロセスに影響を与える神経ペプチドをコードしています。この神経ペプチドは、Gタンパク質共役受容体を介してアデニル酸シクラーゼを阻害し、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MAPK）を活性化し、細胞内カルシウム濃度を調節し、カリウムチャネルを活性化します。この遺伝子の多型によりシグナルペプチドの7番目のロイシンがプロリンに変化することは、コレステロール値の上昇やアルコール摂取量の増加と関連しており、様々な代謝性疾患や心血管疾患の危険因子となる可能性があります。また、このタンパク質は細菌や真菌に対して抗菌活性を示します。 [RefSeq提供、2014年10月],機能：NPYは摂食制御とゴナドトロピン放出ホルモンの分泌に関与している。,オンライン情報：ニューロペプチドYエントリー,類似性：NPYファミリーに属する。,組織特異性：神経系で最も豊富なペプチドの一つ。副腎髄質の一部のクロマフィン細胞にも存在する。,
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	パラフィン包埋ヒト脳組織における NPY 抗体の免疫組織化学分析。

